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この事例集は、「地域密着型サービスを拠点とした認知症高齢者エイジング・イン・プレイス

の実現」（2017～20 年度 JSPS 科研費 JP17K12397）の一環として、看護小規模多機能型居宅介
護（看護多機能）の看取りの実践に関するインタビュー調査で語っていただいた事例をまとめた
ものです。 
私達の研究チームは、エイジング・イン・プレイスを「今いる場所で最期まで」と捉え、地域

密着型サービスの中でも認知症対応型共同生活介護（グループホーム）や小規模多機能型居宅介
護（小規模多機能）での看取りを実現するための調査や教育プログラムの実践に関する介入研究
を行ってきました。これまでの研究活動から、地域密着型サービスでの看取りの実現には、24
時間医療提供体制の不備と看取りに対する理解不足および教育不足が挙げられました。そのた
め、教育プログラムでは、看取りに必要な知識や家族支援、訪問看護師や主治医などの医療職と
の連携による医療提供体制のあり方を検討し、研修を行ってきました。しかし、知識や情報を
得、体制づくりを試みても、看取りの実現に至る事業所は決して多くはありませんでした。その
ような中、小規模多機能に「看護」を組み合わせ、医療提供体制を強化した看護多機能が 2012
年に制度化されました。 
私達は、介護職と看護職が医療と生活ニーズに対応しながら、利用者と家族、介護職と看護職

も満足する看取りを実践できるのか、2019年に看護多機能を対象とした実態調査を実施しまし
た。その結果、回収率 19％と低かったのですが、84 の有効回答のうち 92.7％の事業所が看取り
を実践していました。介護職と看護職の 2群比較では、看取りの件数の増加により、介護職の満
足度は高いのですが、看護職の満足度は低下する傾向にありました。そして、定員 29 名の看護
多機能において、1 事業所当たり約 6名の看護職の配置により、看取りの実現可能性が高まるこ
とが示唆されました。これは、現行の運営基準による看護職配置基準 2.5 名と比較しますと、ク
リアするには厳しい数字です。 
看護多機能が、「看取り」を含む医療ケアが必要な重度の要介護者へのケアを十分提供するた

めには、制度・政策の見直しは必須です。私達は、皆様方の努力の賜物である、看護多機能での
素晴らしい看取りの実践事例を、少しでも多くの方に知っていただき、「今いる場所で最期ま
で」生ききることが可能な社会の構築を皆様方と一緒に目指すことができればと、強く願ってお
ります。最後になりましたが、ご協力いただいた看護多機能の皆様にこの場を借りて心よりお礼
申し上げます。  
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編集後記 

この度、多くの方々のご協力により「看護小規模多機能型居宅介護における看取りの事例集」
を無事に発行することができました。アンケート調査およびインタビュー調査に快くご対応いた
だきましたことを心より御礼申し上げます。皆様方の熱意に研究者一同、たいへん刺激を受けま
した。しかしながら、インタビュー期間中において、新型コロナウイルス感染症の流行のため、
やむを得ず、お伺いすることがかなわなかった事業所もあったことをとても残念に思っています。  
今回の調査をとおして、多くの管理者および関係職種の皆様が思われているように、看護小規模
多機能型居宅介護の奥深さは、まだまだ理解されていない点が多いように感じました。医療依存
度が高い高齢者、環境変化等による体調変化の多い退院後の方、また、介護に慣れていないご家
族も安心して自宅での生活を継続することを可能にする看護小規模多機能型居宅介護の需要は、
今後、ますます高まることが予測されます。私どもも、教育や研究の場をとおして看護小規模多
機能型居宅介護の魅力を発信するお手伝いができれば、と思っております。 

（文責 清永麻子） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
ご協力いただいた看護小規模多機能型居宅介護事業所一覧 

 

 あさがお看護小規模多機能居宅介護サービス 

 看護小規模多機能施設 あいおす 

 看護小規模多機能型居宅介護 ありがとういいね 

 看護小規模多機能型居宅介護事業所 庵みつ 

 看護小規模多機能型居宅介護 友愛の家 ヴォーリズ 

 看護小規模多機能ホーム 上牧の郷 

 看護小規模多機能型居宅介護 ゴン 

 看護小規模多機能型居宅介護事業所 サボテン 

 看護小規模多機能型居宅介護 三丁目の花や 

 看護小規模多機能型居宅介護事業所 新山口 

 看護小規模多機能型居宅介護 そらり 

 看護小規模多機能型居宅介護 「つむぎのて」 

 有限会社たくみケアサービス 看護小規模多機能型居宅介護 つるかめ庵 

 看護小規模多機能 ティーズスタイル 

 看護小規模多機能型居宅介護 とりい 

 看護小規模多機能ホーム なごみ庵 

 看護小規模多機能型居宅介護事業所 ブロッサムわかば 

 看護小規模多機能ホーム むさし 

 看護小規模多機能型居宅介護事業所 森のくまさん 

 複合型サービス きずな 
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